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【酒匂連携軸総合整備構想の推進】
酒匂川流域は､地域に親しまれている｢酒匂川｣を中心に､水田が広がる

｢足柄平野｣､それらを取り囲む緑豊かな｢やまなみ｣といった､自然に恵ま

れた地域です｡

その一方で､古くから栄えてきた小田原駅や松田･新松田駅周辺､再開発に
より活気が増した大雄山駅周辺といった､この地域の発展を支える都市が各

地に存在しています｡
このような恵まれた地域の資源や都市の機能を活かし､この地域を更に発

展､活性化させることができるのではないでしょうか｡
こうしたことから､県と小田原市､南足柄市､中井町､大井町､松田町､

山北町､開成町では､地元の皆さんのご意見を伺いながら､地域の活性化を
テーマに｢酒匂連携軸総合整備構想｣を策定いたしました｡

No422 (2)

今後この構想を推進していくためには､
･市町の枠を超えた広域的な連携

･長期的な視点での取り組み

･豊富な地域資源(自然､歴史･文化資源)の活用

･住民､企業､行政がともに考える仕組み

が､必要ではないかと考えています｡

そこで､皆さんと行政が同じ視点で､地域の将来の都市像を考えていく場

(仮に｢酒匂川流域の都市づくり

会議｣と名付けています｡)が必要

と考え､現在その準備を始めたと

ころです｡

その準備は､行政だけでなく､

地域の皆さんとともに進めてい

きたいと考えており､ 10月に皆

さんとの意見交換の機会を設け

ることとしております｡詳しく

は､開催時期が近くなりました

ら､お知らせします｡

多くの皆さんのご参加をお待

ちしております｡

松田町情報公開条例(仮称)の制定に向けて
町の事務､事業や催し物の案内などは､これ

までも｢広報まつだ｣や｢おしらせ号｣､その他

種々のパンフレット等によりお知らせしている

ところです｡しかし､町民の皆さんが本当に知

りたい情報を的確に提供し､町政の透明化を一

層推進するために､町では情報公開制度を導入

することとしました｡

今臥取組みを始めた｢松田町情報公開条例

(仮称)｣は､町民の皆さんが条例の規定に従い､
一定の手続を経て町に対して情報の公開を請求

し､町はその請求に応じて情報を公開するとい

う仕組みになっています｡したがって､公共事

業や福祉･教育に関する情報など､皆さんの日常

生活に深く関わりのある情報について､広報だ

けではなかなか知り得ない内容まで公開請求で

きることになります｡ただし､請求されたす

べての情報が公開できるわけではなく､個人

情報などはプライバシー保護の観点から公開

できない場合もあります｡

現在､役場の内部に｢桧田町情報公開制度

検討委員会｣及び｢同検討部会｣を設置し､

平成13年度中の条例制定･施行に向けて検討

を開始しました｡

また､情報公開に関する意見を幅広くお聞

きするために､皆さんの代表者から構成され

る｢松田町情報公開制度検討懇話会｣を今年

の秋に設置し､町の情報公開制度の基本的な

あり方について審議していただく予定です｡

利用しやすい制度とするためにも､皆さんの

率直なご意見を是非お寄せください｡

構想推進の流れ

酒匂連携軸総合整備構想

ここを10月に

行います｡

酒匂川流域の将来の都市像

ご意見･ご不明な点などがございましたら､お

問い合わせください｡

【問合せ】
酒匂連携軸総合整備構想地域検討会

事務局:神奈川県都市計画課

℡　　045-210-6179

FAX 045-210-8879

U 良 L http:〟www.pref.kanagawa.jp/osirase/

tosikeikaku/s akawa/0008/index. htm

E-mail sakawa･99@pref.kanagawa.jp

町建設課都市計画班　℡84･1332
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町職員給与･職員数の概要

平成12年8月1日

町職員の給与･職員数などを町民の皆さんに知っていただくため､平成12年4月1日現在の概要をお知らせします｡

最 仂��戟 佇��賀望捻 

高 ����続 �<r� 

限 �3R�25 �#��

皮 額 佻��午 佻�� 

60 鼎r�33 �#��詔門致:≡ 

0 迭�75 ���+ーI一++ 翠 

月 佇��月 佇��

分 兒｢�分 兒｢�

62 田"�44 �#��試… …頚童…毒 

7 途�55 唐�

月 佇��月 途�

分 兒｢�分 迭�ﾈ��Z｢�寒 

【給与の支給状況】

住民基本 俐頽��"�実質収支 ��ﾈﾈ���人件費率 宙��ﾖﾂ���D�7��

台帳人口 ���剃"�B/A �,ﾉ�ﾈﾈ��b�

13,229人 ��x冷�千円 ��x冷�% 奉R�

(12.3.31現在) 釘ﾃ3s�ﾃ#�"�206,093 ��ﾃ�S"ﾃ鼎b�26.4 �3����

(注) 1人件費には､特別職に支給される給料､報酬などを含みます｡
2　実質収支とは､歳入歳出の差引額から翌年度に必要となる財源を差し引いた額｡

職員数 A 从ｹu餒��剴��ﾉ9h+ﾘ.��ｸｹu餒��"���

給料 ��X醜詹9b�期末勤勉手当 佗d"�

人 ��x冷�千円 ��x冷�千円 ��x冷�

117 鼎SRﾃ��R�105,965 �#�津s���780,790 澱ﾃcs2�

平均給料 兌ﾘｼ�驃��

337,311円 鼎�ﾜ綛ﾈ��

^扇-～.済 琵深還窮…P"_惣買Wuq琴ぶ鍔琴㌫… �#3RﾃS38冷�49歳6月 

松田町 俛��

174,400円 ��sBﾃC��冷�
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一i㍉オl 佝����D��経験15年 佝��#�D��

270,500円 �3�BﾃC��冷�353,800円 

211,300円 �#c槌ﾆ�8ﾒ�314,400円 

級別職員数
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※ラスパレス指数とは､給与水準を計る物差しとなる

もので､国家公務員を100として算出したものです｡

++ 佻(ﾗ9�ﾙ�Y9��劔劍�8蹌�技能労 務職 俘xﾇb�

･し.-義 ��ｸ��2級 �8ｸ��4級 迭ﾘｸ��6級. 度ｸ��8級 

野ミ& 弼 ≡ 拶二;} 偃X駟^"�ｵｨ蹣^"�主事 技師 偃YD8皦饕�益D8ｵｨ蹌�主査 兀ｸ皦ｫ"�主幹 �ｹ+r��ｩD8皦ｫ"�部長 

3人 ����ﾂ�16人 �3��ﾂ�25人 ����ﾂ�13人 �9�ﾂ�1人. ��y�ﾂ�129人 
頴…詑;}J<派はP ;ne315や, �"�2R�8.5% ��"紕R�23.2% ��偵BR�7.8% �����R�2.3% ��繧R�13.2% ����R�

※1職員数とは､松田町の給与条例に基づく行政職の給料表の級区分による人数です｡

2　標準的な職務内容とは､それぞれの級に該当する代表的な職名です｡

※
支
給
率
は
'
県
内
3
市
1
 
7
町
-
村
8
1
部
事
務
組
合

で
構
成
す
る
退
職
手
当
組
合
の
条
例
に
よ
-
ま
す
｡
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1
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務
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に
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る
手
当
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･
困
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い
業
務
な
ど
に
従
事
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と
き

に
支
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さ
れ
る
手
当

管
理
職
の
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責
に
応
じ
て
給
料
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8
-
1
4
%
を
支
給

職
種
や
職
務
に
応
じ
た
給
料
表
に
定
め
る
額

給
料
･
扶
養
手
当
･
管
理
職
手
当
の
合
計
額
の
1
 
0
%

【
給
与
の
種
類
】
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別表①　医療分保険税率の内訳

改正後 弌ﾉ�9���

応 能 割 傀ｩ;險B�4.34% �2纉rR�

資産割 �3B經坦�28.80% 

応 益 割 仂�9乖B���ﾉ9h+ﾘ.ｒ�20,800円 ��Rﾃ3��冷�

平等書け(1世帯割) �#Rﾃ���冷�20,700円 

別表④　軽減世帯の保険税額

改正後 弌ﾉ�9���

6 割 仂�9乖B���ﾉ9h+ﾘ.ｒ�8,320円 澱ﾃ�#�冷�

平等割(1世帯割) ���ﾃ���冷�8,280円 

4' 割 仂�9乖B���ﾉ9h+ﾘ.ｒ�12,480円 湯ﾃ���冷�

平等割(1世帯割) ��Rﾃ���冷�12,420円 

足柄上郡5町の保険税の比較(他町は平成12年度予算資料及び税率改正時資料)

桧田町(改正後) �(h鯖*ﾂ�大井町 定�)fｹ*ﾂ�開成町 

煤 険 税 ���ﾉ9h+ﾘ.��77,057円 都Bﾃ��x冷�74,742円 塔rﾃ涛h冷�77,066円 

1世帯当たり ��S�ﾃC3���174,芦39円 ��SRﾃs嶋冷�176,480円 ��Sbﾃ鉄���

国民健康保険
と

介護保険

介護保険の
第1号

被保険者です｡

国保の保険税

(医療分)と介護

保険料(介護分)

は別々に納めます｡

介護保険の
第2号

被保険者です｡

いままで納めていた国

保の保険税(医療分)

に､介護保険の保険料

(介護分)をプラスして

1つの因保の保険税と

して納めます｡

保険税

40歳になったら

介護保険に加入
します｡

国保の保険税

(医療分)のみを

納めます｡

平成12年8月1日

別表④　介護分保険税率

応 能 割 傀ｩ;險B�0.85% 

資産割 途���R�

応 義 割 仂�9乖B���ﾉ9h+ﾘ.ｒ�3,800円 

平等割(1世帯割) 釘ﾃ���冷�

第1号被保険者　段階別年額保険料

段階 傀ｩ;霎iZ｢�基準額 ×率 兌ﾙ�ﾂ��)D�7��平成 13年度 兌ﾙ�ﾂ��ID�7��

第1.段階 偖ｩj��Y�)��O�攣�X*�,)�~餾��2,700 釘ﾃ�S��12,150 ��bﾃ#���
祉年金及び生活保護受給者 ����經��

第2段階 偖ｩj��Y�)��O�攣�X�"�2,7do ×0.75 澱ﾃ�sR�18,225 �#Bﾃ3���

第3段階 偖ｩj��Ygｹ�ﾉO�攣�X�"�2,700 唐ﾃ����24,300 �3"ﾃC���

第4段階 偖ｩj��X攣�X�(,R�2,700 ���ﾃ�#R�30,375 鼎�ﾃS���
合計所得金額250万円未満 �����#R�

第5段階 偖ｩj��X攣�X�(,R�2,700 ��"ﾃ�S��36,450 鼎づc���
合計所得金額250万円以上 ����絣�

健
全
な
国
保
運
営
の
た
め

税
率
を
引
き
上
げ

本
誌
4
月
号
で
､
町
の
国
民
健
康
保
険
(
国
保
)
の
運
営
状
況
が
､
一
般
会
計
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ

と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
｡

そ
の
よ
う
な
状
況
の
た
め
､
7
月
7
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
は
年
第
2
回
松
田
町
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
,
2
年

ぶ
り
に
医
療
分
保
険
税
平
均
1
 
5
%
の
引
き
上
げ
が
国
保
運
営
協
議
会
(
野
地
豊
会
長
)
の
答
申
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
の
で
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す
｡

医
療
分
保
険
税
の
算
定
は
､
そ
の
年
に
予
測

さ
れ
る
医
療
費
の
総
額
か
ら
'
国
の
負
担
金
や

被
保
険
者
が
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
を
差

し
引
い
た
額
を
各
世
帯
に
割
り
当
て
ま
す
｡

ま
た
'
1
世
帯
当
た
り
の
保
険
税
は
被
保
険

者
の
所
得
や
資
産
に
応
じ
て
課
す
応
能
割
と
'

一
律
に
課
す
均
等
割
及
び
世
帯
別
平
等
割
と
い

う
応
益
割
と
が
あ
り
ま
す
｡
今
回
は
'
被
保
険

者
間
の
負
担
が
公
平
に
な
る
よ
う
に
'
こ
の
負

担
割
合
に
つ
い
て
改
正
し
ま
し
た
｡

そ
の
内
容
は
'
別
表
①
の
と
お
り
税
率
を
改

正
す
る
も
の
で
す
｡
ま
た
'
低
所
得
者
世
帯
の

税
負
担
を
軽
-
す
る
た
め
'
均
等
割
と
平
等
割

に
つ
い
て
'
6
割
ま
た
は
4
割
軽
減
し
て
い
ま

す
が
'
こ
れ
に
つ
い
て
も
別
表
②
の
と
お
り
改

正
し
ま
し
た
｡

介
護
保
険
料
の
納
付

な
お
､
軽
減
に
つ
い
て
は
次
の
世
帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
｡

●
6
割
軽
減
世
帯

年
間
の
所
得
金
額
が
3
3
万
円
以
下
の
世
帯

●
4
割
軽
減
世
帯

年
間
の
所
得
金
額
が
､
3
3
万
円
と
世
帯
主
を
除
く
国
保
加
入

者
1
人
に
つ
き
2
4
万
5
千
円
を
加
算
し
た
金
額
以
下
の
世
帯

介
護
保
険
第
2
号
被
保
険
者
の
方
は

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

今
回
の
医
療
分
保
険
税
の
改
正
に

ょ
り
'
今
月
中
旬
に
は
今
年
度
の
保

険
税
を
確
定
し
て
､
国
民
健
康
保
険

4
月
か
ら
始
ま
っ
た
介
護
保
険

に
よ
っ
て
4
0
歳
-
6
4
歳
の
人
は
'

こ
れ
ま
で
の
医
療
保
険
分
に
介
護

保
険
分
を
あ
わ
せ
た
合
計
額
を
'

国
保
の
保
険
税
と
し
て
世
帯
主
に

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
'
今
年
度
の
保
険
税
額

が
今
月
確
定
し
ま
す
の
で
､
1
年

分
を
4
期
か
ら
1
0
期
で
納
め
て
く

だ
さ
い
｡

年
度
途
中
に
4
0
歳
に
な
る
人
の

保
険
税
は
､
4
0
歳
の
誕
生
日
が
属

す
る
月
(
1
日
が
誕
生
日
の
場
合

は
そ
の
前
月
)
　
か
ら
介
護
分
を
あ

わ
せ
た
保
険
税
を
納
め
て
く
だ
さ

ヽ

　

○

し

介
護
分
の
保
険
税
率
は
別
表
③

の
と
お
り
で
す
｡

税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
｡

こ
れ
は
'
5
月
に
送
付
済
み
の

仮
算
定
の
決
定
通
知
書
(
1
-
3

期
分
)
　
の
税
額
を
差
し
引
い
て
'

税
額
を
4
期
か
ら
1
0
期
に
分
け
て

納
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
｡

国
保
の
財
源
を
安
定
さ
せ
'
経

営
の
健
全
化
を
図
る
に
は
､
町
の

努
力
と
と
も
に
加
入
者
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
｡

一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
受
診
と

健
康
づ
-
り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
｡

問
合
せ
町
民
環
境
課
国
保
年
金
班

℡
8
3
･
1
2
2
5

平
成
1
2
年
4
月
か
ら
､
高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
介
護
保
険
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
｡
4
0
歳
以
上
の
人
は
全
て
介
護
保
険
に
加
入
し
､
介
護
保
険
料

を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
｡

今
年
､
1
0
月
か
ら
徴
収
の
始
ま
る
第
1
号
被
保
険
者
保
険
料
に
つ
い
て
､
料
金
ゃ

納
付
方
法
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡

第
1
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険

今
年
の
1
0
月
か
ら
は
､
第
1
号
被
保
険
　
　
に
よ
り
'
5
段
階
に
分
か
れ
た
そ
れ
ぞ
れ

者
(
6
5
歳
以
上
の
方
)
　
の
介
護
保
険
料
の
　
　
の
金
額
に
な
り
ま
す
｡

徴

収

が

始

ま

り

ま

す

｡

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

の

保

険

料

は

'

町

に

お

け

る

平

成

1

2

第
1
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
'
所
得
　
　
年
度
か
ら
3
年
間
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
需

等
に
応
じ
次
の
表
｢
段
階
別
年
額
保
険
料
｣
　
要
量
を
も
と
に
算
出
し
た
も
の
で
す
｡

介
護
保
険
料
の
特
例
措
置

平
成
は
年
度
　
1
0
月
か
ら
2
月
ま
で
は
､
通
常
の
保
険
料
の
半
額
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
｡

平
成
は
年
度
　
4
月
か
ら
9
月
の
6
か
月
間
の
保
険
料
は
'
通
常
の
半
額
の
保
険
料
と
し
て

こ
れ
を
7
月
か
ら
9
月
の
納
期
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
｡
後
半
の
1
0
月
か

ら
2
月
ま
で
は
､
通
常
の
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
｡

平
成
は
年
度
　
通
常
の
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
.

｣
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▲デイ･サービス

広域福祉センター
～午後の談笑のひととき～

介護福祉施設ひかりの里
1 ｢結構な　お点前でした｡｣

デイ･サービス　広域福祉センター

▼ ｢さあ､手を広げて体摸します｡ 1･2･3･4リ

介護保険のスタートに伴い､介護に必要な用品の購入やヘ

ルパー研修受講の負担を軽減するため､介護用品助成制度と

ヘルパー受講支援助成制度が､開始されることになりました｡

対象者

松田町在住で､市町村民税本人非課税の要介護者で､

介護保険の要介護度が､要介護4又は5と認定された方

対象用品

申請する年度において購入したもので､紙おむつ､尿取

りパッド､使い捨て手袋､清拭剤､ドライシャンプー等

申請内容

購入した対象用品の領収書を添付して申請していただ

きます｡

助成額

年額9万円または､月額7千5百円を限度とします｡

訪問介護員研修(ヘルパー研修)の2級または3級を受講

した場合､受講料の一部を助成します｡

対象者

松田町在住で､高齢者を介護している､または､介護

していた家族で､訪問介護貞研修の2級または3級を

受講された方

内　容

訪問介護員研修の受講料(教材費等の実費は除きます)

の領収書(平成12年4月以降発行のもの)を添付して申

請していただきます｡

助成額
一人あたり年額3万円を限度とします｡

【担当】保健福祉課福祉班　℡83･1226

介護保険制度が始まりました｡

平成12年8月1日

れている方たちは

ビスを受けています｡

訪問入浴　㈱ティー･シー･エス

｢湯加減は､いかがでしょう?｣ト

▼｢ヒゲもそって､さっぱりしました｡｣

ホームヘルプ町社会福祉協議会
▼ ｢急がず､ゆっくり､確実に｡｣

▲ ｢お身体の調子はいかがですか?｣

訪　問　看　護

足柄上医師会訪問看護ステーション

平成12年度　第1号被保険者納期別保険料

納付月 ��c�ｯ｢�第2期 ��c8ｯｧ��第4期 ��cXｯ｢�計 
(10月) 茶��ﾈ竰�(12月) 茶�ﾈ竰�(2月) 

第1段階 塔S��800 塔���800 塔���4,050 

第2段階 ��ﾃ#sR�1,200 ��ﾃ#���1,200 ��ﾃ#���6,075 

第3段階 ��ﾃs���1,600 ��ﾃc���1,600 ��ﾃc���8,100 

第4段階 �"ﾃ�#R�2,000 �"ﾃ����2,000 �"ﾃ����10,125 

第5段階 �"ﾃSS��2,400 �"ﾃC���2,400 �"ﾃC���12,150 

8
月
1
 
0
日
(
木
)

8
月
1
 
1
日
(
金
)

1
 
3
時
3
0
分
-
1
 
5
時

1
 
9
時
-
2
0
時
3
0
分

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
展
示
ホ
ー
ル

弥
勤
寺
多
目
的
集
会
施
設

)

保
険
料
の
納
付
方
法

保
険
料
の
納
付
方
法
は
､
介
護
保
険
の
被
保
険
者
そ
れ

ぞ
れ
の
方
の
年
金
の
受
給
額
に
よ
り
2
通
り
の
納
付
と
な

り
ま
す
｡

①
年
金
受
給
額
が
年
額
1
8
万
円
以
上
の
方
は
'
老
齢

(
退
職
)
年
金
等
か
ら
該
当
す
る
段
階
の
保
険
料
が

天
引
き
(
特
別
徴
収
)
　
さ
れ
ま
す
｡

②
年
額
1
8
万
円
未
満
の
方
は
'
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
ご

と
に
口
座
振
替
ま
た
は
金
融
機
関
へ
の
払
い
込
み

に
よ
る
町
に
直
接
納
め
る
方
法
(
普
通
徴
収
)
と

な
り
ま
す
｡

※
第
1
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
'

1
0
月
に
特
別
徴
収
の
方
及
び
普
通
徴
収
の
方
に
対

し
'
介
護
保
険
料
納
付
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
｡

介
護
保
険
料
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

介
護
保
険
料
の
制
度
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
次
に

よ
り
開
催
し
ま
す
の
で
'
是
非
ご
参
加
下
さ
い
｡
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青少年の育成とスポーツ

のあり方を考える

学童軟式野球　全鳳大会出場

鯛的県大会決勝･準決勝の試合結果-@@

チーム名 刔ｨv�ﾅﾂ��-/三愛宗 ��8�8�h�38ﾙR�※すご:i:; 儉ｳｨ�8�b� 凅ｹJり*ﾒ�授密≡…≧ 

汰 勝 �8ﾈﾘ)������依B��0 ���1 ���0 �"�2 澱�

松田 �2�0 ���3 ���0 ����7 

準 汰 勝 �ｹ�2�0 ���0 ���4 ���0 釘�

松田 迭�0 ���0 ���0 ����5 

平成12年8月1日

白球の中の人生を大切に!

優勝を決めた子どもたちに本来の笑顔が戻りました

少咋スポーツを考える

日
常
の
5
つ
の
心
と
礼
儀
作
法

1
0
数
年
前
よ
り
チ
ー
ム
の
指
導

方
針
と
し
て
'
①
｢
は
い
｣
と
い

う
素
直
な
心
｡
②
｢
あ
り
が
と
う
｣

と
い
う
感
謝
の
心
｡
③
｢
す
み
ま

せ
ん
｣
と
い
う
反
省
の
心
｡
④

｢
お
か
げ
さ
ま
｣
と
い
う
謙
虚
な

心
｡
⑤
｢
私
が
し
ま
す
｣
と
い
う

奉
仕
の
心
を
｢
日
常
の
5
つ
の
心
｣

と
称
し
､
子
ど
も
た
ち
の
心
と
体

の
育
成
に
役
立
て
て
い
ま
す
｡

そ
し
て
､
練
習
で
は
足
腰
を
鍛

え
る
た
め
､
走
る
こ
と
に
重
点
を

置
い
た
体
力
づ
-
り
と
､
常
に
全

力
で
挑
む
心
が
ま
え
に
よ
り
､
｢
取

れ
た
｣
｢
打
て
た
｣
｢
出
来
た
｣
の
喜

び
を
自
信
に
変
え
さ
せ
て
い
ま
す
｡

2
回
戦
ま
で
は
'
い
つ
も
と
変

わ
ら
な
い
チ
ー
ム
で
し
た
が
､
一

試
合
一
試
合
を
勝
ち
抜
-
ご
と
に
､

子
ど
も
た
ち
の
潜
在
能
力
が
引
き

出
さ
れ
'
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
精
神

が
よ
り
一
層
強
ま
る
こ
と
に
よ
り
'

こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
が
な
い
ス
-

パ
ー
プ
レ
ー
で
'
再
三
の
ピ
ン
チ

を
乗
り
切
り
ま
し
た
｡

特
に
'
3
回
戦
で
対
戦
し
た
前

年
度
優
勝
チ
ー
ム
を
破
っ
た
時
か

ら
､
子
ど
も
た
ち
の
｢
目
つ
き
｣

が
変
わ
り
､
強
い
チ
ー
ム
に
変
貌

し
ま
し
た
｡

試
合
で
は
'
失
敗
を
恐
れ
ず
緊

張
感
の
中
で
､
｢
気
迫
と
無
限
の
力

を
引
き
出
す
雰
囲
気
づ
-
り
｣
を

大
切
に
し
､
｢
怒
鳴
る
行
為
｣
は
自

粛
し
て
い
ま
す
｡
こ
れ
ら
の
体
験

に
よ
り
'
社
会
で
通
用
す
る
礼
儀

作
法
を
自
然
に
身
に
付
け
て
い
ま

す
｡

ノ
リ
な
し
お
に
ぎ
り
弁
当

第
2
0
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
県
大
会
に
出
場
し
た
松
田
キ
ャ
ッ

ス
ル
ズ
は
､
強
豪
チ
ー
ム
と
の
数
々
の
大
接
戦
を
刺
し
'
足
柄
上
郡

勢
と
し
て
'
初
め
て
の
県
大
会
制
覇
と
い
う
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
｡

そ
し
て
'
8
月
5
日
か
ら
茨
城
県
水
戸
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会

に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡

松
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ズ
が
'
県
大
会
優
勝
に
こ
ぎ
つ
け
る
ま
で
の
軌

跡
に
つ
い
て
､
指
導
者
と
し
て
携
わ
っ
て
い
る
岡
部
監
督
と
天
野

コ
ー
チ
に
話
を
伺
い
ま
し
た
｡

こ
の
取
材
に
よ
り
'
少
年
野
球
の
活
動
を
通
し
て
､
子
ど
も
と
指

導
者
の
関
わ
り
や
父
母
と
の
協
力
関
係
'
さ
ら
に
は
､
少
年
ス
ポ
ー

ツ
と
青
少
年
の
健
全
育
成
の
あ
り
方
に
つ
い
て
､
町
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
｡

｢
5
つ
の
心
｣
を
指
導
方
針
と
し

た
頃
に
､
ユ
ニ
ー
ク
な
ル
ー
ル
が

つ
く
ら
れ
ま
し
た
｡

キ
ャ
ッ
ス
ル
ズ
は
'
年
間
1
0
大

会
へ
の
出
場
と
4
-
5
回
の
練
習

試
合
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
｡
そ

の
度
に
お
弁
当
を
用
意
す
る
ご
家

族
の
負
担
を
考
え
'
｢
ノ
リ
な
し
お

に
ぎ
り
で
中
の
具
は
自
由
｣
子
ど

も
の
食
べ
る
数
プ
ラ
ス
1
個
は
'

｢
指
導
者
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
お
に
ぎ
り
に
!
｣
と
い
う
試

み
が
始
ま
り
ま
し
た
｡

各
々
の
家
庭
に
は
､
個
々
の
事

情
が
あ
り
ま
す
｡
試
合
で
の
一
番

の
楽
し
み
で
あ
る
昼
食
と
い
う
場

で
'
寂
し
い
思
い
を
子
ど
も
に
さ

せ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
配
慮
が
'

父
母
た
ち
に
伝
わ
り
定
着
し
ま
し

た
｡
そ
し
て
'
今
日
ま
で
'
｢
ノ
リ

な
し
お
に
ぎ
り
弁
当
｣
は
継
承
さ

れ
て
い
ま
す
｡

キ
ャ
ッ
ス
ル
ズ
旋
風
で
快
進
撃

そ
し
て
'
指
導
者
も
子
ど
も
た

ち
の
勢
い
に
感
化
さ
れ
ま
し
た
｡

準
決
勝
前
の
特
訓
で
は
､
速
球
に

目
を
馴
ら
す
た
め
､
指
導
者
自
ら

の
全
力
投
球
に
よ
る
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
練
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡

し
か
し
'
試
合
直
前
の
シ
ー
ト

ノ
ッ
ク
で
は
'
実
力
の
差
を
目
の

当
た
り
に
し
動
揺
し
て
い
ま
し
た
｡

｢
練
習
だ
か
ら
凄
い
ん
だ
｡
同
じ

小
学
生
だ
｡
お
前
ら
ら
し
-
や
れ

ば
い
い
ん
だ
!
｣
と
い
う
コ
ー
チ

の
微
に
'
奇
跡
に
近
い
1
点
差
で

夢
の
決
勝
戦
に
進
出
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
｡

引
き
続
き
行
わ
れ
た
決
勝
戦
は
､

双
方
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
キ
ャ
ッ
チ

ャ
ー
に
と
っ
て
'
体
力
的
に
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
｡
乱
打
戦

が
続
-
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
の
最

終
回
は
相
手
チ
ー
ム
の
攻
撃
｡
2

ア
ウ
ト
で
ラ
ン
ナ
ー
2
塁
3
塁
､

得
点
は
6
-
7
｡
一
打
逆
転
の
大

ピ
ン
チ
に
'
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
踏
ん

張
り
3
塁
ゴ
ロ
で
試
合
終
了
｡

夢
の
夢
で
あ
っ
た
県
大
会
で
の

優
勝
が
'
現
実
の
も
の
と
な
り
ま

し
た
｡
そ
れ
は
'
子
ど
も
た
ち
と

多
-
の
指
導
者
と
'
支
え
続
け
た

父
母
た
ち
が
一
丸
と
な
っ
て
'
野

球
と
い
う
一
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
に
取

り
組
ん
だ
成
果
で
あ
っ
た
と
考
え

キ
ャ
ッ
ス
ル
ズ
は
'
昭
和
5
3
年

に
松
田
町
少
年
野
球
育
成
会
の
支

援
を
受
け
誕
生
し
た
チ
ー
ム
で
す
｡

2
2
年
間
に
巣
立
っ
た
数
多
-
の
O

B
の
中
に
は
'
夏
の
高
校
野
球
県

大
会
で
活
躍
し
た
選
手
や
社
会
人

野
球
で
､
現
役
の
選
手
と
し
て
頑

張
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
｡

岡
部
監
督
は
年
度
替
り
の
納
会

で
､
｢
白
球
の
中
の
人
生
を
大
切

に
!
｣
と
い
う
言
葉
を
送
り
続
け

て
い
ま
す
｡
野
球
と
い
う
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
り
'
チ
ー
ム
メ
イ
ト
や
指

導
者
と
の
関
わ
り
合
い
'
我
慢
す

る
こ
と
'
試
合
に
負
け
た
時
の
悔

し
さ
や
勝
っ
た
時
の
喜
び
な
ど
を

体
験
す
る
こ
と
が
'
成
長
過
程
に

お
い
て
大
切
で
あ
る
こ
と
を
力
説

し
て
い
ま
す
｡

し
か
し
､
そ
の
時
点
で
言
葉
の

重
み
に
つ
い
て
､
理
解
で
き
る
子

ど
も
は
少
な
い
よ
う
で
す
｡
成
人

式
を
迎
え
る
年
頃
や
社
会
人
と
し

て
'
世
間
の
厳
し
さ
を
体
験
す
る

頃
に
な
る
と
'
｢
あ
の
時
の
監
督

の
送
る
言
葉
の
重
み
が
理
解
で
き

ま
し
た
｣
と
い
う
O
B
が
現
れ
る

そ
う
で
す
｡

そ
の
O
B
た
ち
か
ら
の
≡
一
口
が
､

｢
子
ど
も
と
の
関
わ
り
を
大
切
に

頑
張
っ
て
い
こ
う
｣
と
い
う
原
動
力

に
な
っ
て
い
ま
す
｡

全
力
プ
レ
ー
と
全
員
野
球

県
大
会
の
優
勝
候
補
は
'
少
年

野
球
人
口
の
多
い
県
央
や
湘
南
地

区
の
チ
ー
ム
で
す
｡
殆
ど
が
5
0
名

以
上
の
部
員
数
で
'
レ
ギ
ュ
ラ
ー

選
手
は
6
年
生
ば
か
り
の
運
動
能

力
の
高
い
大
型
チ
ー
ム
で
す
｡
こ

の
よ
う
な
チ
ー
ム
は
､
優
勝
を
最

大
の
目
標
と
し
て
'
こ
の
大
会
に

挑
ん
で
い
ま
し
た
｡

一
方
の
キ
ャ
ッ
ス
ル
ズ
は
'
野

球
の
好
き
な
6
年
生
7
名
を
中
心

と
し
た
総
勢
2
7
名
の
チ
ー
ム
で
す
｡

レ
ギ
ュ
ラ
ー
選
手
は
､
4
年
生
か

ら
6
年
生
で
編
成
し
て
い
る
た
め
'

体
力
的
に
は
劣
っ
て
い
ま
し
た
｡
そ

の
よ
う
な
キ
ャ
ッ
ス
ル
ズ
に
敗
れ
た

多
-
の
対
戦
相
手
は
､
｢
松
田
に
は
楽

勝
で
勝
て
る
と
思
っ
て
い
た
の

に
!
｣
と
悔
し
が
っ
て
い
ま
し
た
｡

少
年
野
球
人
口
の
少
な
い
小
さ
な

町
の
元
気
な
子
ど
も
た
ち
は
､
ど
の

よ
う
に
し
て
県
大
会
を
勝
ち
抜
-
こ

と
が
出
来
た
の
で
し
ょ
う
か
?
　
そ

れ
は
'
エ
ラ
ー
や
三
振
な
ど
の
失
敗

を
恐
れ
ず
に
､
対
戦
相
手
に
全
力
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
プ
レ
ー
と
'
失
敗

し
て
も
皆
で
か
ば
い
合
う
全
員
野
球

が
勝
因
で
し
た
｡

)

町
の
社
会
教
育
団
体
に
は
'
少

年
野
球
以
外
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
や
サ

ッ
カ
ー
'
柔
道
や
剣
道
な
ど
多
-

の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
あ
り
､
各
種

大
会
で
の
入
賞
実
績
と
伝
統
の
あ

る
団
体
ば
か
り
で
す
｡

ど
の
団
体
に
お
い
て
も
､
そ
こ

に
は
'
熱
心
な
指
導
者
や
父
母
た

ち
が
'
子
ど
も
た
ち
と
真
正
面
か

ら
向
か
い
合
い
　
｢
心
と
体
の
健
全

育
成
｣
に
'
汗
を
流
し
支
え
続
け

て
い
ま
す
｡

一
方
'
地
域
の
子
ど
も
会
で
も

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
様
々
な
体
験
を
さ
せ
る
た

め
'
多
-
の
父
母
た
ち
は
奔
走
し

て
い
ま
す
｡
し
か
し
'
地
域
に
よ
っ

て
は
会
員
数
の
関
係
で
'
活
動
が

制
限
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う

で
す
｡そ

の
よ
う
な
中
で
も
'
町
子
ど

も
会
連
絡
協
議
会
主
催
の
テ
ィ
ー

ボ
ー
ル
大
会
や
駅
伝
大
会
は
'
地

域
別
対
抗
戦
で
あ
る
た
め
､
盛
り

上
が
り
の
あ
る
大
き
な
行
事
と

な
っ
て
い
ま
す
｡

こ
れ
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
'

子
ど
も
た
ち
を
健
全
に
育
成
す
る

た
め
､
少
年
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
指

導
者
は
'
各
々
の
試
合
や
練
習
試

合
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
調
整
し
'

参
加
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
｡

去
る
7
月
1
6
日
に
'
酒
匂
川
町

民
親
水
広
場
で
開
催
さ
れ
た

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
は
'
男
女

2
4
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
'
元
気

い
っ
ぱ
い
に
走
り
回
る
子
ど
も
た

ち
の
歓
声
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
｡
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今月の行事
お　は　な　し会　1日､8日､ 15日の火曜日

午後3時30分～4時

図書館子どもコーナーにて

休　　館　　日　毎週月曜日

寄出張所図書館　毎週水曜日午後1時～4時

新着図書
-　l　　一般書　　■･一･･一･.-一一

｢こぼれ種｣

｢ローズガーデン｣

｢予知夢｣

｢ワンダフル･ライフ｣

｢楠木正成｣

｢20世紀の美術｣

｢死ぬという大事な仕事｣

｢マンガギリシア神話｣

｢目覚めよと人魚は歌う｣

｢東京学｣

｢おとな二人の午後｣

｢輝く平原の物語｣

｢靴の事典｣

｢日本文化のゆくえ｣

｢手づくり健康ジュース｣

｢60歳からのドイツ入門｣

青木　玉

桐野夏生

東野圭吾
グールド

北方謙三

末永照和
三浦光世

里中満智子
星野智幸
小川和佑

五木寛之･塩野七生
モリス

岸本　孝

河合隼雄

村井りんご

信岡資生

【今月の1冊】

｢草色の子どもたち｣

竹内　清　書

本書は､松田町自然館の館長
である竹内清先生が自然館での

お仕事や来館者との交流､幼い
頃の体験､自然の話など､さま

ざまに綴ったエッセイです｡豊

かな知識と暖かな人柄が伝わる
一冊｡ぜひご一読を｡

一一■　児　童　書　■■･-

｢スチュアートの大ほうけん｣　　ウィリアムズ

｢お宝盗難事件｣　　　　　　　　　　那須正幹

｢マフィンと森の白ひげ｣　　　　　ウオーレン

｢ハリネズミくんと森のともだち｣　　コズロフ

｢あ･ベ･こ･ベ｣

｢一人ひとりちがっていい｣

ヤンドウル

赤松光真

【今月の1冊】

｢楽らく入門｣

高村忠範　著
宿題の日記や先生や友達へ

の暑中見舞.いなど､ちょっと

した絵が措きたいけど-と
いう人にお勧めの本｡手軽に

絵を措く為のアイデアがいっ
ぱいつまっているの.で､き

と挑戦したくなるよo 1

*以上は新着183冊の抜粋です｡

この広報に掲載された新着図書は1日から

その他新着図書は､展示予約は8日(火)､

貸出は15日(火)から受け付けます｡
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-:--I-_i*甲申年亘車重大&:I :

｢少年の主張｣作文コンクール入賞者(敬称略)

吉漬優希(松小6年)
家族､そして友達

･遠藤慎平

･高萩優樹

･山田真央

･安藤由利絵

･小田美穂

･小田美里

･鳥打　優

･北川　恵

(寄小6年)

(寄小6年)

(松小6年)

(松小6年)

(寄中3年)

(寄中3年)

(松中3年)

(松中3年)

桜沢智恵(松中3年)
｢普通の子｣にはなりたくない

寄の自然があぶない

戦争のない未来

今､自分ができる事

委員会活動

やさしさを感じたとき

｢一言から感じたこと｣

｢ドナーカードの本当の意味｣

ゴミ-の関心

スポーツ大会の慮票鮒茸

参主場月 第　　　　　　参主場月

24　3準優
優　　加催所日回　位勝勝

7　町松　7

城寄中チ体田月
l　育中　2

山A里ム協学　日

が^o会琵盲_LLヾ　　→-

ikR　晶

1

　

ご

一軍ト.1:.

7
月
1
日
(
土
)
　
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
で
'
｢
第
2
0
回
青
少
年
健
全
育
成
大

会
｣
を
開
催
し
ま
し
た
｡

第
1
部
で
'
｢
少
年
の
主
張
｣
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
で
最
優
秀
作
品
と
な
っ
た
2
人
に
よ

る
朗
読
と
､
育
成
団
体
に
よ
る
活
動
内
容
な

ど
の
発
表
､
決
議
文
の
採
択
が
あ
り
ま
し
た
｡

第
二
部
で
は
'
｢
カ
バ
園
長
｣
の
愛
称
で
広

く
知
ら
れ
て
い
る
東
武
動
物
公
園
名
誉
園
長

の
西
山
登
志
雄
氏
に
よ
る
｢
ぼ
-
の
先
生
は

カ
バ
だ
っ
た
｣
と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
｡

担
当
生
涯
学
習
課
℡
8
3
･
7
0
2
1

町
で
は
､
昨
年
度
か
ら
'
よ
り
安

全
で
快
適
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
-

た
め
に
､
プ
ー
ル
の
管
理
を
専
門
業

者
に
委
託
し
て
い
ま
す
｡

人
間
は
､
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま

っ
た
場
合
､
2
分
後
に
人
口
呼
吸
を

始
め
る
と
9
0
%
-
ら
い
の
確
立
で

生
命
を
救
え
ま
す
が
､
時
間
が
経
つ

に
つ
れ
救
命
率
は
低
-
な
り
ま
す
｡

ま
た
'
救
急
車
が
事
故
の
通
報
を
受

け
て
到
着
す
る
ま
で
の
時
間
は
､
全

国
的
な
平
均
で
す
が
5
-
6
分
か
か

り
ま
す
｡

今
回
委
託
契
約
を
し
た
｢
㈱
ス
ポ

ー
ツ
プ
ラ
ザ
報
徳
｣
は
救
助
法
は
も

ち
ろ
ん
'
水
泳
の
基
礎
理
論
､
水
泳

指
導
､
水
泳
場
管
理
及
び
水
泳
場
の

衛
生
管
理
な
ど
事
故
の
予
防
方
法
を

習
得
し
て
い
る
文
部
大
臣
認
定
水
泳

教
師
資
格
取
得
者
が
管
理
人
と
し
て

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
｡
ま
た
'
プ
-

ル
監
視
員
に
は
､
そ
の
救
助
法
を
徹
底
教
育
し

た
者
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
｡

接
客
態
度
'
服
装
な
ど
で
不
快
感
の
無
い
よ

う
に
依
頼
し
て
あ
り
ま
す
の
で
'
快
適
宅
)
刺

用
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
が
'
プ
ー
ル
内
の

)

夏
休
み
の
期
間
中
､
小
中
学
校
の

l
｣
　
プ
ー
ル
を
一
般
開
放
し
て
い
ま
す
｡

日所催加
優

　

勝

準
優
勝

3

　

位

7
月
9
日
(
日
)

寄
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

町
体
育
協
会

8
チ
ー
ム
5
0
人

神
山
･
茶
屋

中
央

仲
町
屋
A

沢
尻
二
呂
前

ト
テ
ニ
ス
大
会

井
上
敏
行
･
遠
藤
清
歌
･
大
島
信
夫
･

小
野
敏
枝
･
小
野
正
子
･
鍵
和
田
三
郎

鍵
和
田
圭
太
･
鍵
和
田
龍
太
･
熊
沢
連
子

第
2
4
回

削
圧
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
人
L
J

第
1
2
回

神
奈
川
県
町
村
対
抗
卓
球
大
会

月

　

日

　

6

月

4

日

(

日

)

場
　
所
　
城
山
町
立

相
模
丘
中
学
校
体
育
館

主
　
催
　
県
町
村
対
抗
卓
球
大
会
実
行
委
員
会
ほ
か

結
　
果
　
3
位

出
場
者
　
監
督
　
松
下
郁
夫
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西平畑公園の催し物　　- ~今月の休園日7､ 14､ 21､ 28日

貝殻のモイストポプリ
貝殻を使って涼しげなモイストポプリを作りましょう｡白いあら塩を砂

浜に見たてて夏らしさを演出します｡ (限定50)

目　時　毎週､火･木･土･日曜日10:00-

費　用　2,500円

押し花教室はじめました!
8月も､毎週水曜日に押し花教室を開催します｡
パステルカラーのお花で､優しい印象の作品を作ります｡

☆押し花のミニフレーム　(要　予　約)　2,500円

☆押し花のクリアファイル(当日受付可)　　500円

日　時　8月2･9･23･30日　13:00-15:00

催　　し　　物

今月の工作(リサイクル)

｢チラシで作るボンポコタヌキ｣
13:30-15:30

夏のミニ講座
｢川音川の虫や魚調べ｣

川音川の川虫や魚など､水生生物を調べます

持ち物:筆記用具､手ぬぐい､虫眼鏡､洗面器

(観察用)､網

9:00-ll:00

集合場所

川音川親水公園

パークゴルフ場

第13回　ミニたんけん日

｢寒田神社のアオバズクを訪ねよう｣
大木･アオバズク･カラスの巣･キツツキの穴に
ついて､薮田宮司さんからお話が開けます

持ち物:筆記用具､落ち葉を入れる袋

9:30-ll:00

集合場所

寒田神社境内

今　　月　　の　　行　　事

こずえ

ベランダからの双眼鏡･情にホウジロ･害虫駆除に忙しいシジュウカラ

8月の空1-7日は､スターウイーク･ 6日は旧暦の七夕

予どもの館
催　　し　　物

小さな実験室｢昔なつかしカルメ焼き｣
砂糖が固体から液体､液体から気体､気体
から固体に変化する様子をみましょう｡

材料費:100円

おもしろ算数｢折り紙で作る多面体｣
平面から立体が出来る楽しさを味わい
せんか?

材料費:100円　指　導:石川勉さん

パズル教室｢テトラキューブを作って遊ぼう｣

頭のやわらかくなるお勉強｡
親子でしてみませんか?
材料費:350円　指導:植松峰幸さん

工作教室｢鍵の木｣
かまぼこの板や木の枝､釘や針金を組み合
わせて｢鍵の木｣を作りましょう｡

材料費:50円　指導:川澄遅さん

第83回たぐらが劇場サークル共演会

｢おぼけの寄り合い｣
さあさあご用とお急ぎのないかたは､よってらっ

しゃいみてらっしゃい｡

あっちこっちから､おぼけや妖怪が子どもの
館に大集合!おぼけの寄り合いが始まるよ!

町民文化センター大ITt-ル催し物7雲53B.莞宏
曜l 俐8+YZ��l開演l入場料等 主催者等

ll 仞��全日本 涛｣���入場自由 �?ｩgｸ7�8��ｸ8ｨ7H6X4"�

? ����パワーリフティング選手権大会 劍984�h橙�
｢世界選手権大会.ワールド 劍駟k�ｼr��8ｭB��

13 ����ゲームズ代表選考会｣ 劍xC�C"ﾓscrﾓゴ3��

日 �h枌�10:20 俘(ﾕｩ�h決�2�｢デジモンアドベンチャー02｣ ��#｣#��1,700円 中学生以上 

｢おンヤ魔女とれみ｣ ��C｣#��1,000円 

小田原オリオン座

℡22 ･8708

割引券あり

*内容･入場券等は､主催者に直接お問合せください｡

*主催者の都合により､内容が変更される場合がありますのでご了承ください｡

*駐車場が狭いため､駐車出来か､場合がありますのでご了承ください｡

*今月の休館日は､ 7､ 14, 21, 28日です｡

今回のキヤ､ソスルズ優勝の取材は､熱く語ってくれた監督やコーチに庄倒され

ながら､思わず自分の少年時代を思い返さずにはいられませんでした｡自分の年

代は､地域の子ども会ソフトボールが全盛で､鬼監督にしごかれ夏場は毎日練習

でした｡泥だらけのユニフォームを着て､むせ返る芝草の匂いの中を声をからし

て走り回っていたことや､練習後に飲んだ麦茶の味は一生忘れることができませ

ん｡残念ながら勝った思い出は少ししかありませんが､素晴らしい思い出はやっ

ぱり宝物ですよね｡目の前で､身振り手振りで取材に応じてくださる監督やコ-

チ･地域の取り組みが､そんな宝物をもっと増やしていきます｡　　　　　Y

▲松田ロータリークラブよりパーク

ゴルフのクラブ10本が町に寄贈さ

れました｡

今月の納税田
納期限

町県民税(2期)　　　8月31日

国民健康保険税(4期) 8月31日

国民年金保険料(8月分)8月25日

税金等のお支払いは､便利な口

座振替をご利用ください｡

相談(時間は鮒け時間)Ej

法　律

1E](A)･9月1日(i) 9:00-ll:00

町民文化センター
心配ごと

7日(月) 10:00-12:00

健康福祉センター
15日(A) 10:00-12:00

町民文化センター
25日睡) 10:00-12:00

健康福祉センター
人権･行政

15日㈹ 10:00-12:00

町民文化センター

すくすく育児相談
1日(ik) 9:30-10:30

健康福祉センター
3歳児健康診査
23日㈹ 12:50-13:15

健康福祉センター
3-4か月児健康診査
30日休) 12:50-13:15

健康福祉センター

魁ヵメラレポート

▼ナイスイン!
7月7日(金)､パークゴルフ場がオープ

ン｡始球式の後､早速プレー!

■7月16日(日)に収録されたNHK公開番

組｢欽ちゃんとみんなでしゃべって笑って｣

では､舞台も会場も大ハッスル!松田の

魅力を全国にPRLました｡

各藩予定8
8月6日(巳)

午後1時～1時45分

NH K総合放送

人口と世帯数
7月1日現在( )内は前月比

人　口　13,152人(+19)

男′　6,422人(+15)

女　　　6,730人　(+　4)

世　帯　　4,473世帯(+　6)

戸籍の窓i日

6月16日から7月15日まで

受け付けた方(敬称略)

お誕生おめでとう

赤ちゃん　　保護者　地　区

りかこ

山崎　利佳子　　峻　　河　内

ゆな

鈴木　結　奈　義　雄　中　央

あつこ

横井　温　子　宗　行　仲町屋

ももか

小林　桃　香　弘　幸　中　丸

ゆう

松森　　優　　高　志　店屋場

だいき

荒牧　大　輝　輝　文　店屋場
てつ

高橋　　鉄　　　悟　　町　屋

かずや

高橋　和　哉　勝　俊　神･山

りょうすけ

田中　涼　介　雄一朗　宮　前

りょう

吉田　　涼　　みゆき　店屋場

簿串十 做9yﾙ�窺ｩ�r� 
日 仂h�(ｦR�･.電話 

1-7 �,霪hｯhﾔ洩�5��34-2511 

8-14 儻ｨ��$ｨｬr粨ﾔ��白9-2528 

15-21 儻ｩTﾘ夊ⅹ5��83-0100 

22-28 儻ｨ鉑69�ﾙOXﾔ鮎b�82-0609 

29-9/4 �ｸ��棠�ﾙOXﾔ鮎b�82-4991 

お悔やみ申し上げます

氏　名　　年齢
かよこ

内藤　加代子　48歳
やすえ

佐藤　安　恵　46歳
やすL

長井　　康　　68歳

竹原　フ　ジ　69歳
こうじ

平野　浩　二　54歳　新松田
うまし

安藤　宇満志　81歳　萱　沼
たか

加藤　　高　103歳　店屋場

中津川ヨシ子　87歳　仲町屋

●編集･発行　松田町総務部企画財政課　唇258_8585枚田町松田惣領2037番地℡83-1222
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